は 月並みじゃありません かと 悪口 を 言った もので あつ 

た。 今 考えて みると やはり なかなか 巧妙な 句で あると 

思う。 

四 

俳句が いわゆる 「不易」 な ものの 一 断面 「流行」 の 

一 つの 相 を 表現した ものである 以上、 人の 句 を 鑑賞す 

る 場合に おける 評価が 作者と 鑑賞 者と の 郷土 や 年齢 や 

かん 1Q- う 

の 函数で 与えられ るの は 当然であろう。 これ は 何も 俳 

句に 限った ことで もない と 思われる。 「おとろえ や 歯 



に 食い あてし 海苔の 砂」 などと いう 句で も 若い ころに 

は さっぱり 興味がなくて むしろい やみ を 感じた くらい 

であった のが、 自分で だんだん 年を取って みると や は 

り そのむ しろ 科学的な 真実性 に 引きつ けられ 深く 心 を 

動かされ るよう である。 明治の 昔 ホトト ギスの 若い 元 

めいせ つおう 

気な 連中が 鳴 雪 翁 をつ かまえて よく いじめた 時代が 

あつたの を 思い出す ので ある。 

(昭和 九 年 一 月、 東 炎) 
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